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１）推進体制

　 都市観光振興プランの策定にあたっては，平成１４年度に実施した「都市型観光顧客満足度調査」

や首都圏住民を対象とする「都市イメージ調査」などの各種調査の報告書を基に，平成１５年度に学識

経験者や観光事業者を委員とする「宇都宮都市観光研究会」により討議を重ね，提言をいただきなが

ら原案を作成したものである。

　本市観光の推進にあたっては，観光事業の当事者である観光施設や宿泊，交通事業者などの直接

的な事業者ばかりではなく，土産品や飲食店，一人ひとりの市民の対応や受入体制を構築していく必

要がある。

　こうしたことから本振興プランを基礎として，官民が一体となった推進方策を検討するとともに，更なる

観光関連事業者との意見交換や市民への意識啓発を通じて人材育成を積極的に進めていくことによ

り，具体的に事業化を進めていくことが重要である。

　 他方，振興プランの実施効果の測定と本市経済に及ぼす観光の影響等を定点測定するための調

査手法を早急に研究し，市民と一体となった目標を設定し，結果をフィードバックする仕組みを形成し

ていくことが重要である。

　■第６章　当面のすすめ方

〇宇都宮都市観光動態調査の実施による効果測定

　　本市における観光入込客数の集計方法は，主に施設入場者をカウントしているものであり，餃子を

はじめとした飲食やまち歩き等の都市観光を目的とした観光客は集計されていないのが現状である。

　　このため，本市の入込客数の実態や観光消費額，認知度等を把握し，経済波及効果等を推計す

ることを基本目的とし，インターネットを利用した新たな手法の「都市観光実態調査」を実施する。

■調査の実施方法

　・インターネットを利用して実施する
　 ・宇都宮都市観光の誘致圏を規定し，そのエリアに居住する全年齢層の男女を対象とする

福島県，群馬県，茨城県南東部，埼玉県の一部，

東京・千葉・神奈川の一部

３次誘致圏

茨城県北部，茨城県南西部，埼玉県東部２次誘致圏

栃木県内（宇都宮市以外）１次誘致圏

宇都宮市内宇都宮市内＜例＞

※市町村単位で決定する

●年間来街者数及び観光消費額の算出

　 アンケート結果を活用し，年間の来街者発生　
　数及び，年間観光消費額を推計する。
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（A） （B）
（C）＝
（A）×（B）

（D）
（E）＝
（C）×（D）

（F）
（G）＝
（E）×（F）

宇都宮市 44 - - - - - 115.6

１次誘致圏 100 80.0 80 8.8 704.8 1,500 105.7

２次誘致圏 350 50.0 175 1.3 235.4 5,000 117.7

３次誘致圏 2,000 10.0 200 0.1 22.0 10,000 22.0

361.0※数値はイメージです



102

２）当面の事業スケジュール

行　
　
　

政

民　
　
　

間

平成15年度 平成16年度 平成17年度

観光振興プランの事業化

都市観光研究会

による提言

●観光事業に係わる市民
ネットワークの連携（観
光ボランティアの養成）

市内の観光・飲食・商業者等

による活動
・体験プログラムの開発
・「ぎょうざ街」の形成

・「カクテル」の検討　等

●新しい旅行商品の開発，
　研究

関連事業者・市民ネット
ワークの組織化

重点事業１：
観光動態調査の実施（実施）

重点事業２：
餃子横丁等の誘導支援・連
携（連携強化）

重点事業３：
観光体験センター機能の整
備（研究・調査）

重点事業４：
北西部観光の拠点機能の
整備（研究・検討）

重点事業６：

観光バス商品の事業化推

進（企画コンペの実施）

重点事業７：
市内交通サービスの強化促
進（研究・検討）

重点事業９：
観光ボランティア養成事業
の推進（観光講座の開催）

・ＰＲ・情報発信

・観光プログラム・

　商品造成

・拠点の整備

・人材育成　　　　等

に関する事業の強化

・受入体制づくり

・観光資源の内容

充実　　　　　　等

に関する事業の検討

●観光・商業等リーダー
的人材，観光ガイド等へ
の呼びかけ

・体験プログラムの開発
・飲食の充実
・ＰＲ・情報発信強化

・体験プログラムの開発
・飲食の充実

・ＰＲ・情報発信強化
　　　　　　　　　等の継続

関係者を中心とした
意識啓発

市民に対する
広報・啓発

市外に対する
都市観光地イメージの形成

旅行商品の開発や広域連
携観光施設との連携
（観光バス事業提案競技）

旅行商品の事業化や広域
連携観光施設の連携強化

検証

都市観光振興プラン

の策定

広域観光バス事業

等の試行事業

重点事業５：
大谷熟成ブランドの開発･研
究（研究・検討）

重点事業８：
インフォメーションポイントの
整備（研究・検討）
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３）施策事業の実施主体及びスケジュール

市 観ｺ協 民間 短期 中期 長期

１． ＰＲ・情報発信力の強化

１－１　「宇都宮都市観光」のイメージ形成

◆ ①観光動態調査の実施 ○ ●

②「体験型の都市観光地・うつのみや」のイメージ形成 ○ ○ ○ ● ●

③宇都宮くちコミ特派員の活用 ○ ● ● ●

④ターゲットエリアへのＰＲ活動の推進 ○ ○ ● ● ●

⑤ナムコ・ナンジャタウンを拠点とする情報発信 ○ ○ ○ ● ●

１－２　情報交流機能の強化

①観光情報発信機能の強化 〇 〇 ●

②情報収集，蓄積能力の強化 〇 〇 ● ●

③観光情報データベースの構築 〇 ○ ●

２． 「まちなか観光」の創出

２－１　まちなか観光拠点の整備

◆ ①餃子横丁等の誘導・支援，連携 ○ 〇 ● ●

◆ ②観光体験センター機能の整備 ○ 〇 ○ ●

③宇都宮城址整備にあわせた歴史軸の整備 ○ ○ ●

④カクテル・ジャズ資源の有効活用 ○ 〇 ○ ●

⑤朝市，農産物のアウトレットストア等の出店誘導 ○ ○ ● ●

２－２　まちなか散策ルートの設定

①魅せる商店，ファサードによる楽しい散策ルートの演出 〇 　 ○ ●

②「食」資源の活用 〇 ○ ●

③歴史・文化，芸術資源の活用 　 〇 ○ ●

④エンターティメントやショッピングイベントの活用 〇 〇 〇 ● ●

④ナイトスポットルートの設定 ○ ○ ●

２－３　まちなか観光ソフトの開発

①餃子教室・カクテル講座等の体験教室の開設 ○ ○ ●

②歴史体験ソフトの開発 ○ 〇 ● ●

③二荒の杜の観光活用 ○ ○ ● ●

④音楽を活かしたソフトの開発 ○ ○ ● ●

⑤都市河川の観光活用 ○ ○ ○ ● ●

⑥まちのストーリーづくり ○ ●

３． 「まちなか周辺観光」及び「広域観光」の推進

３－１　北西部観光の推進

◆ ①北西部観光の拠点機能の整備 ○ ○ ● ●

②大谷観光の推進 ○ ○ ● ●

③県立自然公園の有効活用 〇 ○ ● ●

④篠井・富屋エリアの観光振興 〇 ○ ● ●

３－２　その他のまちなか周辺観光の推進

①東部地区の観光振興 ○ ○ ● ●

②南部地区の観光振興 〇 　 ○ ● ●

③中央北部地区の観光振興 ○ ○ ● ●

３－３　周遊観光ネットワークの構築

①周遊観光モデルコースの作成 ○ ○ ○ ●

②市町合併を視野に入れた広域観光の推進 ○ ○ ● ●

③共同イベントの開催 ○ ○ ● ●

実施時期
事業名

実施主体
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　　凡例　　短期：1～3年以内に事業化を目指す事業　　　　　　　◆：重点事業
　　　　　　　中期：3～6年以内に事業化を目指す事業
　　　　　　　長期：6～10年以内に事業化を目指す事業　　　　　

市 観ｺ協 民間 短期 中期 長期

４． 観光ソフト，旅行商品の開発

４－１　「食」の開発

◆ ①大谷熟成ブランドの開発・活用 ○ ○ ○ ● ●

②名物料理・郷土料理の開発 〇 〇 ● ● ●

③特色ある飲食店舗の誘導 ○ ○ ●

３－２　体験型観光の推進

①農業体験の観光活用 ○ ○ ●

②スポーツ体験プログラムの充実強化 ○ ○ ● ●

③産業体験の推進 ○ ○ ● ●

④歴史・文化体験の推進 ○ ○ ● ●

⑤体験学習メニューの作成 ○ ○ ● ●

⑥季節感を活かした自然体験の推進 ○ ○ ● ●

４－２　旅行商品の造成

◆ ①観光バス商品の事業化推進 ○ ○ ○ ● ●

②宇都宮城址整備にあわせた観光ソフトの開発 ○ ○ ● ●

③妖精資料活用事業と連携した観光ソフトの開発 ○ ○ ● ●

④文化・エンターテイメント事業を活用した旅行商品の造成 ○ ○ ● ●

⑤地産地消をテーマにした旅行商品の造成 〇 〇 ● ●

⑥旅行商品造成のための実証実験の試行 ○ ○ ● ●

⑦観光関連事業者への効果的な情報提供と連携強化 〇 ○ ●

５． 交通環境・サービス及び観光案内の強化

５－１　交通環境・サービスの向上

◆ ①市内交通サービスの強化促進 ○ ○ ● ● ●

②まちなかの大型バス用駐車場の確保 ○ ● ●

③駐車場料金体系の改善 ○ ○ ● ●

④高速バス等多様なアクセス体系の促進 ○ ○ ● ●

５－２　観光案内機能の強化

◆ ①インフォメーションポイントの整備 ○ ● ● ●

②誘導案内・サインの充実強化 ○ ● ●

③観光案内所機能の強化 ○ ○ ● ●

④携帯電話を利用した観光案内システムの検討 ○ ○ ● ●

６．　ホスピタリティの向上と受入体制の整備

６－１　受入体制の整備

◆ ①観光ボランティア養成事業の推進 ○ 〇 ● ●

②観光ガイドの事業化検討 ○ ○ ○ ● ●

③歓迎感のあるまちなかの演出 ○ ○ ○ ● ●

④観光関連事業者のホスピタリティの醸成 ○ ○ ●

⑤都市観光講座の開設 ○ 〇 ○ ● ●

６－２　観光・コンベンション活動の促進

①コンベンション開催に係る支援体制の充実 ○ ● ●

②コンベンション誘致活動の強化 ○ ●

③特色あるコンベンション施設整備の検討 〇　 ○ ● ●

④特色ある宿泊機能の研究 ○ ● ●

⑤観光誘致事業の強化 〇 ○ ● ●

⑥フィルムコミッションの検討 ○ ● ●

⑦国際コンベンションシティの推進 ○ ● ● ●

⑧観光施設，ルートのバリアフリー対応 ○ ○ ● ●

事業名
実施時期実施主体
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観光・コンベンション活動の促進

受入体制の整備

観光案内機能の強化

交通環境・サービスの向上

周遊観光ネットワークの構築

その他のまちなか周辺観光の推進

北西部観光の推進

まちなか観光ソフトの作成

まちなか散策ルートの設定

まちなか観光拠点の整備

情報交流機能の強化

「宇都宮都市観光」のイメージ形成

参考　「第４次宇都宮市総合計画改訂基本計画」との相関性

第４次宇都宮市総合計画改訂基本計画

主な施策・事業

都市観光振興プラン

推進方策・施策項目

１ 観光資源の開発・整備 １ ＰＲ・情報発信力の強化

２ 「まちなか観光」の創出

３ 「まちなか周辺観光」及び「広域観光」の
推進

２ 観光ネットワークの構築

４ 観光ソフト，旅行商品の開発

５ 交通環境・ｻｰﾋﾞｽ及び観光案内機能の強化

３ 観光・コンベンション活動の促進

６ ホスピタリティの向上と受入体制の整備

観光誘致事業の展開

コンベンション誘致活動の促進

シティセールス活動の展開

観光情報の収集・分析

観光関連産業の活性化

自然体験型観光の推進

都心部観光の創出

大谷観光の推進

観光関連産業ネットワークの構築

広域観光ネットワークの構築

観光情報ネットワークの整備

旅行商品の造成

体験型観光の推進

「食」の開発
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観光計画策定委員会設置要領 

 

１ 趣 旨 

  「都市観光振興プラン」及び「大谷観光推進基本計画」の策定のため，「都市観光研究会」

及び「大谷観光推進基本計画策定懇談会」への情報提供，並びに提言事項の庁内調整を図る

とともに，各観光計画案の検討を行う。 

 

２ 検討事項 

 (1) 都市観光振興プランの策定 

・ 都市観光の振興に係る課題及び推進方策の検討 

・ 都市観光に係る事業プランの検討 

(2) 大谷観光推進基本計画の策定 

・ 大谷観光の推進に係る課題及び推進方策の検討 

・ 大谷観光に係る事業プランの検討 

 

３ 構 成 

(1)  観光計画策定委員会       [別表１参照] 

・委員長  商工部長 

・副委員長 商工部次長 

・委 員  観光計画策定関係部課長 

(2) 観光計画策定委員会担当課長会議 [別表２参照] 

・委員長  商工部次長 

・副委員長 商業観光課長 

・担当課長 観光計画策定関係課長 

(3) 日 程   

平成15年11月から平成16年3月 

(4)  座 長   

各委員長が進行する。  

 

４ スケジュール 

日 程 策定委員会 内 容 

11／27 

10:30～ 

第 1 回 

担当課長会議 

・都市観光プラン及び大谷観光計画の策定スケジュール 

・都市観光プランの概要報告，内容検討 

・大谷観光振興の考え方，計画策定方針の説明，意見交換 

2/6 

13:00～ 

第２回 

担当課長会議 

・都市観光研究会検討経過の報告，振興プラン素案の検討 

・大谷観光の現状と課題，大谷観光の方向性について 

・関係部局の関連課題の抽出，官民協働の考え方  など 

2/23 

10:00～ 

第１回 

策定委員会 

・都市観光振興プラン素案の検討 

・大谷観光推進基本計画の骨子案の検討  など 

3/18 

10:00～ 

第２回 

策定委員会 

・各観光計画への提言内容の報告 

・各観光計画素案の検討 

・各観光計画推進にあたっての考え方  など 
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 [別表 １] 観光計画策定委員会委員名簿    ◎：委員長  ○：副委員長 

ＮＯ 氏 名 役職名 

１ ◎柳田 輝男  商工部長  

２  小平 良長  総合政策部長 

３  森 賢一郎  環境部長 

４  永岡 重信  農務部長 

５  木村 保弘  都市開発部長 

６  伊藤 文雄  教育次長 

７ ○沼尾 博行  商工部次長 

８ 桜井 敬朔  商業観光課長 

９ 横松 薫  政策審議室長 

１０ 矢古宇哲男  都心部活性化推進室長 

１１ 石川啓太郎  工業課長 

１２ 大岡 幸雄 農政課長 

１３ 岩本 享一 廃棄物対策課長 

１４ 加藤 岩男 農林振興課長 

１５ 福田 幹雄 クリーンセンター所長 

１６ 栗田 健一 都市計画課長 

１７ 桜井 英男 都市再開発課長 

１８ 窪井 秀治 建築指導課長  

１９ 寺内 栄 公園緑地課長  

２0 北條 和久 文化課長  

２１ 数度 幸一 スポーツ振興課長  

２２ 浦野 孝夫 商業観光課主幹（観光コンベンション協会事務局長） 

 
[別表 ２] 観光計画策定委員会担当課長会議名簿  ◎：委員長  ○：副委員長 

ＮＯ 氏名 役職名 

１ ◎沼尾 博行  商工部次長 

２ ○桜井 敬朔  商業観光課長 

３ 横松 薫  政策審議室長 

４ 矢古宇哲男  都心部活性化推進室長 

５ 石川啓太郎  工業課長 

６ 岩本 享一 廃棄物対策課長 

７ 福田 幹雄 クリーンセンター所長 

８ 大岡 幸雄 農政課長 

９ 加藤 岩男 農林振興課長 

１０ 栗田 健一 都市計画課長 

１１ 桜井 英男 都市再開発課長 

１２ 窪井 秀治 建築指導課長  

１３ 寺内 栄 公園緑地課長  

１４ 北條 和久 文化課長  

１５ 数度 幸一 スポーツ振興課長  

１６ 浦野 孝夫 商業観光課主幹（観光コンベンション協会事務局長） 
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宇都宮市都市観光研究会委員 

 

役 割 氏 名 備 考 区 分 

会 長 森 本 章 倫 
宇都宮大学工学部助教授 

（都市計画，交通計画） 

学識経験者 

（第1号） 

副会長 笠 原 正 人 ㈲アサヒタクシー代表取締役 
観光事業者 

（第2号） 

 結 城 史 隆 
白鴎大学経営学部教授 

（文化人類学，比較文化論） 

学識経験者 

（第1号） 

 大 塚 恭 子 ㈱ジェイティービー宇都宮支店旅行課長 
観光事業者 

（第2号） 

 高 橋 信 夫 
日野町商店街振興組合理事 

宇都宮中心商店街活性化委員会事務局長 

知識文化人 

（第3号） 

 

 

検討経過 

 

日 時 会 議 内 容 

H15.12.2 第1回研究会 
・ 本市観光の現状と分析 

・ 重点施策の選定方針について 

H16.1.8 第2回研究会 
・ 施策事業の検討 

・ 都市観光の特色化について 

H16.2.26 第3回研究会 
・ 重点事業の検討 

・ 提言書案の検討 

 

 

 

 所 属  役職等  氏 名 備 考 

商工部商業観光課  課  長  桜 井 敬 朔 

〃  課長補佐  和 気 恒 光 

〃  観光係長  斉藤由美子 

〃  総括主査  松 本 邦 夫 

事 務 局 
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